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一
　
研究の目的と意図
　
平成二九年告示の学習指導要領の骨子となった中教審答
申（二〇一六年一二月）では、子供たちの学力に関する今後の課題として、情報を的確に理解し、自分や集団の考えの形成に生かしていくことが、その一つとして挙げられている。子供たちがこれから生活していく社会において、よりよく生きていく上で、既存の知識や経験を生か 、他者とともに新たな価値を創造していく力が必要不可欠であると考えられるからである。そのために国語科では、言葉による見方・考え方を働かせながらテキストに向き合い、多様な情報や考えを理解して、文章や発話により表現したり、個人や集団 しての考えを形成したり ための言語能力を育成していくことが求められている。　
このことは、平成二十年告示の学習指導要領においても
読むことの 育成についての指導事項として挙げられて
きている。そして、それに連なる現学習指導要領では、思考力・判断力・表現力育成の文脈の中で、読むことの指導を通して身に付ける力として位置付けられるとともに、その実現へ向けた学習過程の一つとしても示されている。もともと大切にし きてい の育成ではあるが、 力に関する今後の課題を踏まえて、それがより重要視される方向付けが図られたと捉えることができる。　
そこで本研究では、従来の実践を改善しつつ、改めて文
学的文章を読むこ 考えの形成を図る子供の姿を求めて実践を行っていくこととし 。　
前述したように、考えの形成を図ることは、前学習指導
要領でも扱われている。例えば低学年の指導事項においては、 「文章の内容と自分の経験を結び付け 、自分の思いや考えをまとめ、発表し合うこと」として示されている。実際の授業においては、 学的文章を読み終えた後 もしくは読み進めている最中に、学習した感想 発表し合うと
文学的文章を読むことを通して、考えの形成を図る授業づくり
―石井睦美「わたしはおねえさん」 （光村・二年下）の実践を通して―
 
小
　
出
　
真
　
規
　　　
－ 16 －
て様々な場面で進めていく。その中で、 「二次的ことば」としての書き方や形式を学んでいく。この段階では、入門期であることも考慮され、 「二次的ことば」の習得へ向けて十分な支援を受けることができる。しかしながら、 「一次的ことば」については、外に表れても残らないことばとして、その発達が子供まかせにされてしまう側面がある。本来は、 「二次的ことば」の習得に合わせて、 「一次的ことば」についても、子供の内面における「内な 言葉」 （梅田、二〇一八）とし その発達が促されるような取り組みがなされていくべきであると考える。 「二次的 ば」を身に付けていくための支援だけでなく、対象 出会い感じたこと考えたことをたがやしたり 表出できたりす ようにする支援を設定したりしていくこ 、低学年においても、自分の考えを豊かに形成することのできる子供 姿を目指していく。
二
　
研究の仮説
　
子供が学習材を読んで捉えた内容から自分の考えを形成
していく過程で、 「内なる言葉」を がやしたり表出させたりすることができれば、感じたことや考えたことの意味が込められた考えが形成されていくのではないか。
いう形で行われることが多かった。そうした活動自体は決して否定されるものではないが、単に、感想を発表しましょうね、と子供に呼びかけるだけでは、個々の子供が考えを形成するために十分な働きかけができていたとは言い難い。また、感想文を書いて交流しようとい 言語活動を設定し、課題意識を醸成させたり、感想文の書き方を指導したりすることが行われたとし も、個々の子供の感じたことや考えたことが感想の中身に表れていない、感想が表面的になってしまう いった声が聞かれてきた。これは、読んで捉えた内容から子供の感想をたがやしながら引き出すという面での支援が十分行えて なかった結果ではないだろうか。　
岡本夏木（一九八四）は、幼児期や入門期の子供の言語
コミュニケーションの発達のあり様を「一次的ことば」と「二次的ことば」として捉えている 岡本は「一次的ことば」を「具体的現実場面 、状況文脈によりながら親しい特定の相手に差し向けられる会話式のことば」 、 二とば」を「現実を離れた場面で、 ば 文脈によって不特定の一般者に向けられる一方向的な自己設計のことば」としている。これは、幼児期の話し言葉（一次的ことば）と、書き言葉を学び始めてからの言葉（二次的ことば）とを分けてとらえ 概念として見ることができる。子供は小学校に入学し、書くという学習活動を国語科の学習を含め
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す時の普通の言葉と書く時の丁寧な言葉との違いに気を付けて言葉を用いたりすることができる。
【知識・技能】
○本文の叙述から場面の様子を想像し、登場人物の言
葉や行動の意味について具体的に考えたり、読んで捉えた内容と自分の経験とを結びつけて、感想を表したりすることができる。
  
 【思考・判断・表現】
○心に残った場面や自分の経験などについて、自分の
考えを発表したり、友達の考えを聞いたりしながら話し合おうとしている。
 
【主体的に学習に取り組む態度】
　
④単元計画（全九時間）
　　
第一次
　
学習材に出会い学習課題を捉える
　　　
第１時
　
学習材に出会い、初発の感想をもつ
　　　
第２時
　
 初発の感想を出し合い、学習課題「心に残るところについて考えよう」を捉える
　　
第二次
　
 心に残るところについて話し合い、その理由について考える
　　　
第１時
　
 「歌が大好きでえらいおねえさんになりたいすみれちゃん」について考える
　　　
第２時
　
 「半分ぐらいなきそうでおこりそうなすみれちゃん」について考える
　　　
第３時
　
 「いっしょにわ ったすみれちゃん」につ
三
　
研究の内容
⑴学習材の特性　
本学習材は、小学校二年生の女の子である「すみれちゃ
ん」のいきいきとした子供らしさが日常生活を通して描かれている物語である。 「すみれちゃん」の、楽しいことを歌にして歌う、お花のお世話をする、宿題をする、妹と関わるといった等身大の姿は、同年代である子供にとっては、共感、同化 ながら読み進めていくことのできる物語である。また、 「すみれちゃん」 心の変容は、会話文や行動を通して描かれており、語り手による直接的な心情説明描写が見られないという特性もある。 したがって、 子供は 「どうしてかな」 「何 なく分か な」などと心を動かしながら読むことができる。心に残る場面を得やすい作品であるということができる。⑵単元構想　
①単元名
　
自分のこととくらべて考えよう
　
②学習材
　「わたしはおねえさん」
石井
　
睦美
　
光村図書二年下
　
　
③単元の目標
○自分の考えを表したり、人に伝えたりする際の言葉
の役割や言葉を用いた方法について理解したり、話
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ることで、子供が単元を通した学習を主体的に進めていくことができると考える。
②経験の想起
　
学習材の内容と自分の経験とを結びつけながら考え
を形成していくにあたっては、子供は主に「すみれちゃん」と妹の関わりに目を向けていくことになる。そうした場合、妹や弟がいる子供については、自分の生活経験と結び付けやすいと思われるが、そうではない子供については自分より小さ 子供と一緒に遊んだ経験をあらかじめ想起させてお 必要であると考える。第三次１時目において、自分の経験を想起したり、それ 他者と交流したりする時間を設定す こで、経験を掘り起こしてから考えを形成していくことができるようにしたい。
③思考マトリクス
　
第三次２時目では、 「すみれちゃん」の行動や言葉
で心に残ったところとその理由を自分の経験と結びつけながら考えを形成していくために思考マトリクスを用いる。マトリクスについては、低学年の子供でも活用しやすいように徐々にマトリクスが広がっていく形式のシートとして作成する。中央列に学習材から得内容を書き込む欄を構成し、その左右に自分とくらべて考えたことを書き込む欄を設ける。最初 シート
いて考える
　　　
第４時
　
 「けしかけて、けすのをやめたすみれちゃん」について考える
　　
第三次
　
 学習材を読んで考えたことを表現し、お家の人などへ伝える
　　　
第１時
　
 課題意識を新たにもつとともに、自分の経験について想起する
　　　
第２時
　
 学習した内容と自分の経験とを結びつけて考える
　　　
第３時
　
考えた内容を書いて共有する
　（課外）お家の人などに読んでもらい感想をもらう⑶指導方法の工夫　①単元計画について
　
本単元では、まず、一次において学習材の内容から
得た感想をもとに学習課題「心に残る場面について話し合って考えよう」を設定する。その後、二次において、感想を集約した四つの心に残る場面について、その理由を話し合いながら解決していく 三次では、新たに「お話を読んで分かったことと自分のことをくらべて考えたことを、お家の人へ伝えよう」という学習課題をもって学習活動 進めていく。子供の意識と学習目的に合わせ 課題 一次と三次に分け 設定す
－ 19 －
関する行動様式を指す。本研究テーマに関わる範囲では、本学級において、次のような内容の定着を図ってきている。・一人ではなくて、みんなで話し合って学習する・話を聞く時は、話す人の方 向いて、最後まで聞く・みんなに聞こえる声で話す・友達の発表には、反応を返す（主に肯定的反応）・付け足し、反対のハンドサイン・みんなに尋ねたいことについては 「どうで か」の言葉を最後に付けて発表するなどである。まだまだ十分な姿が見られない場面も多いが、対話的な学習を進め いくため、今後の小学校生活を主体的に進めていくためには、育てておくことが必要な部分である。年間 通し 継続的に育 おきたい姿である。
　⑷指導の実際　
①第一次第１～２時　
《学習材に出会い学習課題を捉える》　
第１時では、まず題名読みから行った。 「わたしは
おねえさん」という題名の「おねえさん」の部分 注目し、 「お姉さんが てくるお話だ」 「妹や弟も出てきそうだ」などの発言があり、物語の設定について最初
三つ折りにしておくことで中央のマトリクス欄のみ書き込める形にしておく。その後左右の欄を開いて、考えを広げたり深めたりしていくことができるようにしたい。
④対話モデル
　
マトリクスを用いての対話場面では、 「いいね」 「ど
うして」 「どの順番で」などの言葉を用 て対話 行えるようにする。何を取り上げて書いていくのか、どの順番で書くのかといったことについて、対話をしながら根拠をもと 検討したり、筋道を立て 構成したりすることが きるようにしたい。
⑤考えを形成していく方法についての自覚化
　
第三次では、考えを書き出して、友達と対話しなが
ら広げたり深めたりして考えを形成 過程につい 、振り返ることができるようにす 。自分の考えが明らかになった終末の段階で、学習過程の有用性やその理由について問いかけることで、考えを言語化しながら形成していく方法についての認識が低学年なりに深まるようにして きた 。
⑥学級コミュニケーション文化について
　
学級コミュニケーション文化とは、教室におけるい
わゆる学習規律であったり、約束事、あるいは不文律といったりす 学校社会特有のコミュニケーションに
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「次の時間に感想を発表して、大きなめあて（学習課題）を決めよう」という意識を共有した。　
第２時では、前時にもった感想について見返した後、
黒板に掲示した拡大本文に丸シール はるという方法で感想の発表を行った。丸シールは一人一人に五枚渡して、感想の強さに応じて二枚までは、同じ箇所にはってもよいことにした。その後、拡大本文にシールが集まった箇所を集約し、四つの感想を とめ その感想をも た理由や、すみれちゃんがそのこと 行った理由についてみんなで考えていこうとい 学習課題を設定した。
②第二次第１時
《
 「歌が大好きでえらいおねえさんになりたいすみれちゃん」について考える》
　
四つに集約した感想の中で、本時で扱う感想につい
ては、すみれちゃんがそうである（あるいはそのようにした）理由を考えるのではなく、学習者である子供自身がこれらのことについて心 残った理由を考える時間とした。また、本時の授業時間につい は、ほぼ二単位時間で扱った。理由は、学習の進め方を丁寧に確かめる必要があったことと、本来は二つの感想に分けて捉えてもよい課題であったからである。　
第二次の学習では本文を掲載したワークシートを用
に確かめたいという意識が生まれた。そこで本時のめあてを「お話の設定を確かめて初めの感想を書 う」とした。教師の範読を行った後、登場人物や物語が進行していく場所、季節について問いかけを行いながら確かめていった。その後、「心に残るところ」につて教科書の本文に印を付けるという方法で初めの感想をもつようにした。 「心に残るところ」とは、 「どうしてかな」 「 くわかるよ」 「うらやましいな」 すごいな」という思いをもつところだというこ を確認した上で教科書本文に印を付ける時間をとった。印を付けた後でノートにも感想を記述する時間をとった。最後に学習のまとめとして、
【第一次第２時　板書】
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った。子供の発表から、子供が書き込んだ内容を板書に位置付けながら、どうしてその箇所が心に残ったのか、あるいは、気付いたことなどについても問い返しながら板書に記していった。叙述に即して感想がもてたことを称揚し 後 「自分の 」に結びつけた発言を取り上げながら「歌を歌うのがすきなすみれちゃん」については 「歌を作ったり歌ったりすることやお花が好きなことについてどう思うか」 、 「えらいおねえさんになり すみれちゃん」につ ては、 「同じだなあ、似ている あ 思ったことは とそれぞれ問いかけて、ワークシートのすみれちゃんマークの枠囲み横の空欄へ記述する時間をとった。数人の発表を経て感想をもった理由を共有した後、本時のまとめを行った。まとめでは、 「すみれちゃんの がよくわかったね。すみれちゃ について思っ ことを最後に書いてみよう」と投げかけワークシートのま め欄への記述を促した 「すみれちゃんはわたしと似ているから、歌が好きだという ころが心に残ったいました」 「すみれちゃんはもう立派なお姉さんだ思いました」など、自分とくらべて考えたこと ついてまとめを書く姿が見られた。
③第二次第２時
　
《 「半分ぐらいなきそうでおこりそうなす れちゃん」
いて学習を進めた。ワークシートに掲載する本文の範囲については、場面にわけるということではなく、それぞれの学習課題主に関連する範囲をその時間 ワークシート 掲載した。したがって、掲載される本文ついては重なり出るものになっている。また、二次で用いるワークシート三枚を貼り合わせて用いるようにしておくことで、前の場面や先 場面につ ても読みながら考えら るようにした。実際の授業の進行は以下 通りである。　
まず、本時のめあてである二つの感想をすみれちゃ
んマークの枠囲みに記入させた。続 、 「ど してこの感想をもった人が多かったのかな。どこを読んでそう思ったのか、まずその場所を確かめよう」と投げかけて、音読をした後、感想を 理由にな 叙述、感想と関係しそうな叙述と枠囲みを線で結ぶ時間をと
【第二次第１時　ワークシート】
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妹のかりんちゃんにすごく怒ったりしなかったのかな」と問いかけた。教師の問いかけに対して子供の挙手は二、三人程度であった。そこで「すぐに考えられない時はどうするの」と投げかけると、 「相談タイムをとりたい」と 声が挙がり、席の近くの人と相談する時間を取ることにした。　
本校では「共に創る学び」をテーマに研究を進めて
おり、本クラスでは困った時は友達 相談しながら考えるという意識が強くなっている 故のことであ 。相談タイムの後は、挙手が増え「妹に対してやさ い気持ちがもててい から」 「おこったら妹がかわいそうだから」 「おこったらお母さんに怒られるから」 「おねえさんだからがまんし んだよ」とい 意見 出された。出された意見を板書に位置付けた後 「みんなの意見をまとめるとどうなるの な と教師が投げかけ、もう一度 集約して考え を促した。子供はそのタイミングでも相談した 、あるいは自分で考えたりして、 「すみれちゃん やさしいお姉さんで、我慢強くてえらいお姉さんだ」という考えとしてまとめることができた。学習のまとめですみれちゃんについてよくわかったことについ まめの欄に記述を行った。すみ ちゃんのお姉さんらしい姿について読み深めることができた時間となった。
について考える》　
第１時で用
いたワークシートの続きの本文を掲載したワークシートを用いた。前時と同様にまずは、枠囲みに「半分泣きそうで半分おこりそうなすみれちゃん」と記入するようにした。続いて音読を行いながら「泣きそう」と「怒りそう」がわかる箇所についてサイドラインをひくよう した。サイドラインを引いた箇所と枠囲みを結びつけた後、すみれちゃんの泣きそうな気持ちや怒りそうな気持 ついて話し合った。妹によって宿題のノートに「ぐちゃぐちゃのもの」を書かれてしまったお姉さん して、悲しくなる気持ちや怒る気持ちについて共感する意見が共有されたところで、 「でも、 どうし すみれちゃんは、 本当 泣い り、
【第二次第２時　ワークシート】
－ 23 －
した」 「すみれちゃんもお花が好きだからかりんちゃんの気持ちがわかったんだよ」などの考えが出され、すみれちゃんの笑った理由について読みを深めることができた。
⑤第二次第４時
《
 「けしかけて、けすのをやめたすみれちゃん」について考える》
　
前時と同様にどうしてすみれちゃんは消すのをやめ
たのかについて考えながら音読を行った後、ワークシートにその理由を記述するようにした。 「かりんちゃんがかいた絵がかわいくてもったいなかったから」 「りんちゃんがかいたのはいたずらじゃないとわかったから」など前時に読み深めたことをもとに考えが出され
④第二次第３時
　
《 「いっしょにわらったすみれちゃん」 について考える》　
第３時と４時は共通のワークシートを用いた。学習
課題となっている感想を書き込む枠囲みを二か所用意しておき、本時は一つ目の枠囲みのみに課題を記入して学習を進めた。　
本時の課題を書き込んだ後、音読を行った。教師か
らは、 「どうしてさっきまで泣きそうで怒りそうだったのに急に笑ったのか考えながら音読しようね」と投げかけた。音読後、ワークシートの空欄にどうしてすみれちゃんが笑ったのか、その理由について書く時間を設けた。そして 書き込みについて発表をしながら板書に子供の考えを位置付け いった。最初は「かりんちゃんがかいた絵がおもしろかったから笑った」といった考えが出たが、その後「ぐちゃぐちゃの絵 かわいく見えてきた」に着目 、かりんちゃんの指さしたコスモスや「ぐちゃぐ もの」を「じっと。ずっと」見ていたら、 「かりんちゃんがコスモス かいたことがわかってきたからすみれ はわら 」という考えにまとまってきた。そこで教師 前の時間に子供が発言した「 たずら」という言葉を取り上げ、「かりんちゃんは、いたずらでノートにかいたのか」と問いかけると「い ずらではなくてお花をかこうと
【第二次第３，４時　ワークシート】
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いて、そのことが国語の学習としてとても大切であること、すなわち、読むだけでなく、読んで考えたことを表現すること 大切さを伝えた。そして、 「みんなはそれができそうだから、考えたことを先生やお家の人に知らせて欲しいな」と投げかけた。そして、新たに大きなめあて して「すみれちゃんのお話 読んで自分のこととくらべて考えたこ を知らせよう」を設定した。やや教師主導の投げかけにはなってしまったが、子供自身が出来そうだという気持ち 失わないように、かつ国語科で求 られる力が身に付けられる学習を展開していきたいとの思いを込めてのことである。こうした展開の是非については後述で考察を加えたい。　
その後、子供
たちへは、書く前にまず自分の今までのことをしっかりと思い出してみようと
た。教師が、 「でも学校のノートだから消した方がいいのではないか」と、問い返すと、 「かわいいから記念にとっておくんだよ」と ったすみれちゃんのお姉さんらしい気持ちに寄り添った考えが出された。消すのやめたすみれちゃんについて考えがま まってきた段階で、かりんちゃんの様子を取り上げて、 「かりんちゃんは、二才なのに結局少しも機嫌が悪くならなかったね。どうしてか 」と問いかける 「お姉さんがやさしいから」 「お姉さんがやさ い言い方でちょっとどいて と言った 」 「やっぱりすみれちゃんは立派なお姉さんだ」などと の内面の立派さについてさらに考えを深めることもできた。
⑥第三次第１時
《
 課題意識を新たにもつとともに、自分の経験について想起する》
　
三次の導入では、まず課題意識を新たに捉え直すこ
とから始めた。子供 ここまで感想を集約して自分たちで決めた課題について考えを深め きた。この時点での子供の意識は、 「課題 いての解決は図れた」「このお話のお勉強はほぼ終わった」と った状況あった。その段階で教師から次のような働きかけ 行った。 まず、 第二次 「自分と比べてみて考え こ 」が多く発言できていたことを取り上げて称揚した。続
【第三次第１時　ワークシート】
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工夫の項で述べた思考マトリクスである。板書にワークシートを拡大したものを提示し、書き方や手順につ
投げかけ、本時のめあてを「年下のお友達や弟、妹としたことについて思い出そう」として学習を進めた。いうまでもなく弟や妹がいる子供ばかりではないのでまずは経験の掘り起こしが必要と考えてのことである。授業の実際としては、まず、一年生のころに幼稚園のお友達と遊んだ写真や幼児が遊んでいる写真を掲載したワークシートを用い 思い出したことを記述していった。中には「何も思い出せない」と訴える子供もいたが、互いの経験を発表して共有していく中で、だんだんと自分の経験を思い出すことができ、最終的には、したことを思い出すだけでなく、その時にやさしくしてあげられたことや困ったことにつ ても各自で、い出すことができた。
⑦第三次第２時
《学習した内容 自分の経験とを結びつけて考える》　
まずは、前時の学習を振り返り、新たに決めた大き
なめあてと、自分の経験を思い起こしたこと 想起できるようにした。その後、すみれちゃんのこと 自分のことを比べ 考えたことを書くことができるワークシートを用意していることを伝えて本時のめあてを「すみれちゃんと自分のことをくらべて考えて書う」とした。　
ここで用いるワークシートについては、指導方法の
【第三次第２時　ワークシート】
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んどん自分の考えを書いていく方法はどうだったか」と問うと、 「難しかった」と う返答が返ってきた。一方で「続けてたくさん書けてよかった」とい 意見も出た。方法の有用性を自覚することについては、今後の国語の学習において思 力 育 めに重要であると考えていたが、一度の実践では難しい面あったと感じている。子供が書き込 でいくにあたって難しかったと感じたところについては、客観的な視点から記述を求めた箇所 あった。二年生の発達段階で客観的な視点からの記述を要求したことについては改善の余地を痛感するところである。
⑧第三次第３時
《考えたことを実際に文章 して書 て共有し合う》　
第３時では前時のマトリクスのワークシートを見な
がらノートに文章 して書く活動を行った。最初 前時でも話題になった書く順序について確かめ 上でマトリクスシートに書いたことをつなげて書い いくようにした。子供はこのタイミングでも「や ぱりちがうことが書きたい」などと自分 考えに対し 刺激を受けている様子が見られた。書き上げる速さについての違いはあったが、時間内に全員書き上げることができていた。その後、友達の書い 文章を見て回る時間をとり互いの考えの共有が図れるよう し 。
いて確かめる活動を行った後、各自で書き込みを行った。子供がこうしたマトリクスシートに自分の考えを連ねて記述していくことは全く初めてであり、戸惑う子供も見られた。戸惑いを見せる子供については、前時までの学習と本時をつなげてとらえることができにくいという傾向が見られた。二年生という発達段階をもっと考慮すべきだったと反省する ころである。　
しかしながら、その分子供が書き込みを行う間には
机間指導を十分行った。教師が口頭で問いかけることで書ける子供がたくさんいるということがわかったことは収穫であった も言える　
子供が書き込んだ後は、ペアで対話を行う時間を設
けた。書いたことをおとなりの友達へ知らせてみようと投げかけ、自分の考えを伝える時間をとった。実際に文章として自分の考え 書く際にどういった順序で書けばよいか考えることができるようにするこ をねらってのことである。案 定、子供からは、 「どの順番で話をしたら いの」との疑問が出され 。そのタイミングで話す順序について話題にして、いくつかの順序パターンがあることを共有した。ペア対話の後は、書き加えを行う時間をとった。学習のまとめでは、本時で用いたワークシートの形式についてその有用性問いかけた。 「先生の質問 答えながら四角 枠にど
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四
　
考察
　
〇第二次の授業展開について
　
本研究は、 「考えの形成を図る授業づくり」に主眼
を置いたものである。従って、研究の提案性については主に第三次の内容がそれに当たるところではあるが、「考えの形成」を図るにあたっては 第二次で物語の内容が確か 読めていることが前提とな 考えて実践を行ってきた。その点からまずは、第二次の内容について考察を加えたい。　
第二次については、第一次で子供が捉えた直観的感
想をもとに読み進めていった 子供の直観としては、登場人物の人となりに対する共感と変容に対する関心が出てきたが、その二つ 同じ土俵にあげて読み進めることについてやや難しさがあっ 歌やお花が好きで、宿題をしようとしてもつい他のことが気になってしまうすみれちゃんに、子供は自分自身 姿を見ていた。本実践では、そこ 自分と比べることで自覚的読ませようと試 たが、 「感想をもった理由を考えよう」という課題設定と相容れない面があ 。 「すみれちゃんのいいなあと思うところを見つけよう」といっためあて設定の仕方もあり得たのではな かと感じている。一方ですみれちゃんの変 につ て読むこと
－ 28 －
より子供の意識に寄り添った単元学習的な展開もあり得ると思われるが、今の私たちが置かれている状況における現実的な制約に合わせて単元が構成できたのではないかと考えてい 。この点については、今後さらに検討を重ねていきたい。
　
〇考えの形成を図るための支援
　
本実践の第三次では大きく二つの支援を行った。一
つは、経験の掘り起こしであり、もう一つはマトリクスを用いたワークシートである。一つ目の経験の想起について 概ね有効に機能 たと考え 互い 経験について交流することも有効 った。友達 発言に触発されて、 「そういえば、ぼくも・ ・ ・」といった想起につながる場面も見られた。学級の子供 ち 経験は千差万別である。それを少しでも揃えた上で次のステップへ進むという点については今後も大切にしい。　
一方で思考マトリクスシートについては、反省点の
多い支援であった。子供の「内なる言葉」や「一次的ことば」を経験の想起からマトリクス よっ 掘り起こしたり耕したりすることをねらったが 子供の姿を見取る限り十分ではなかった。その原因の一つは、マトリクスを書く際に、その前時の経験 想起と ながりにくかった である。一日置いただけではあった
については、その理由を考えるという課題設定は十分に機能していたと思われる。叙述から変容の根拠となる手がかりを得て 友達と交流したり、自らの経験を継ぎ足したり ながら変容の理由を適切に捉えていく子供の姿は頼もし ものであった。その部分は成果として捉えて今後も大切にしていきたい。
　
〇第三次での課題設定について
　
本実践にあるような授業展開は従来では、 「自分と
比べてみて考えたことを感想にし 知らせよう」といった学習課題を設定し、それを単元を貫く言語活動として授業が展開されることが多かったので ないだろうか。そうした単元構成を否定するわけではないが、実際にそのような単元構成で授業を行った場合は、どうしても物語を読む めの推進力が得にくかった。国語科の学習で作品に出会い、そ を読むにあた ては、やはり内容面での価値的な読み深まりも求めていきたい。それが十分ではない状況で自己の の形成ということになると、果たして、考えの形成と言ってよいのかどうか疑問に思うところがある。今回 実践では、第二次と第三次では、別の学習課題を設定して学習進めた。第三次の課題設定ではやや教師主導になってしまった側面はあるが、可能なかぎり子供の意識の流れを尊重して進めてきたつもりである。理想的には、
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み重ねていきたい。
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が、時間的な問題というより、子供の意識がつながらなかったと感じている。教師の側としては、つなげて考えていたのだが、子供にとってその意識が低かったようである。今後はそこを同時に行うこ で子供の意識がつながる展開も考えていきた 。また もう一つの原因は思考マトリクス自体にあったと考える。今回の実践では、書き方を子供に伝えると もに、例示を示して書き込む見通しをも せたつもりであったが、書き込むにあたって予想以上に困難を示す子供が多かった。特に主観的な記述を求めた後に客観的に捉え直すような過程を組み込んでいたところで混乱が広がった。教師側としては、難しい子供については、省略して書き進めることを想定していた 初めて取り組んだ活動であることも影響 、鉛筆が止まってしまう子供が少なくなかった。子供の発達段階や実態を十分考慮してマトリクスを構成することの重要性 痛感させられた。ただ、そ した問題点 解決 けば、たとえ低学年であったとしても、有効な取り組みであり得る可能性も感じられた。思考力・判断力といったコンピテンシーを身に付けていくにあたっては、思考の方法を ことが大切である。今回の反省大きな糧として今後も、子供が思考し、自らの考えを自らのものとして形成していくこと できる実践を積
